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○会　　　長/土屋　闊正

○幹　　　事/勝又　博文

○会報委員長/斉藤　礼志ロータリークラブ
御殿場

ロータリークラブ

御殿場 Rotary Weekly Report
ロータリークイズ
2006－2007ＲＩ会長ビル・ボイド氏の出身
国は？
　Ａ：アメリカ合衆国
　Ｂ：ウクライナ
　Ｃ：ニュージーランド
　答えは次週で！

NO.1

会長挨拶　土屋闊正

　山口会長、林幹事１年間大変ご苦労さまでした。６月29日に最終例会を終了され、

この１週間はホッとされたことと思います。１年間山口会長の隣に座り、この伝統

のある御殿場ロータリークラブの重さ、厳しさをひしひしと感じました。そして、

山口会長、林幹事の素晴らしいコンビネーション、真剣で誠実なクラブ運営に感銘

を受け、勉強させて頂きました。ありがとうございました。

　さて、本日より御殿場ロータリークラブ40年度の会長を務めさせていただきます。浅学非才の身であ

りますが、一生懸命頑張るつもりでありますので、会員皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。

　本年は1967年６月に創立以来、40周年を迎えます。先輩の皆様が伝統と実績のある素晴らしいクラブ

として運営されて来ましたことに、先ず敬意を表し、御礼を申し上げたいと思います。本年はそれを大

事にして次へのステップにする大事な年と考えています。

　今年度、ウィリアムＢ・ボイドＲＩ会長は、「率先しよう」（LEAD THE WAY）をテーマに、水保全、識字

率向上、保健及び飢餓、ロータリー家族の４つを強調事項として掲げました。

　第2620地区井上ガバナーは同じく「率先しよう」～職業奉仕と親睦を～をテーマに会員増強と財団寄

付を継続する強調事項として掲げています。国際ロータリー及び地区の方針を尊重しながら、会員の皆

様の楽しい例会となるよう努力していきたいと思います。

　前年度は、大先輩が退会され誠に残念でありましたが、２名の優秀な新会員が入会し、今年度は62名

でスタートすることができました。会員の皆様と一緒に創立40周年を迎え、更なるクラブの発展を願い、

クラブ運営に微力ではありますが誠心誠意努力したいと思います。会員の皆様のご支援・ご協力を重ね

てお願い申し上げて、年度始めの挨拶と致します。

※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

62名 60名 54名 90.00％ 100％
●欠席者（６名）  橋本喜市君・井口修一君・水口正宏君
　　　　　　　　大森清治君・小野寛幸君・渋谷　一君

７月６日の出席報告
６月16日　裾　　野　芹澤正明君

６月23日　裾　　野　渋谷　一君

６月28日　長　　泉　秋田　敬君

６月30日　沼　　津　大森清治君

６月22日のメーキャップ

７月６日のスマイル

●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／18：00
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／前会長・幹事慰労会
　　　　　　　並びに新入会員歓迎会
●会 員 慶 事
☆会員誕生日　
　７月15日　芹澤正明君 
　７月19日　勝又　誠君

☆皆出席 　
　７月７日　林　由行君（１年）
　７月10日　長田吉弘君（20年）
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★次回７月20日（1950回）の例会★

12:30点鐘　　　　　　　ホテル御殿場館21クラブ協議会
（第１回）

所信表明

会　長　土屋闊正君

・2006～2007年度がスタートいたしました。１年間会員の
　皆様のご支援、ご協力をお願い致します。　

土屋会長・勝又幹事
・御殿場吹奏楽団の第26回定期演奏会を今月16日に開くこ
　とになりました。是非お聞きください。

田代博久君・小野篤之君
・滝口が本日より復帰いたしました。ご迷惑をおかけしま
　すが、またよろしくお願いします。　　　　　 石田　恩

・昨年度は滞りのない会費の納入、たくさんのスマイルあ 
　りがとうございました。よーく考えるとスマイルの回数
　が一番少ないのは私だったりして・・・・。

６月までの会計　勝又　洋君
・明日、私の亡き父が従六位という表彰を受けることにな
　りました。死んでからも表彰さ　れるとは知りませんで
　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　石川又英君
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vol.1今　週　の

　創立40年目となります年

に、若輩な私が、幹事という

大役を仰せつかる事となり

ました。その重責に身の引

き締まる思いで御座います。

　思わぬミスや心配りが足

らずに、皆様にご迷惑をお掛けすることもあろうかと

思いますが、ロータリーの友情に免じてお許しいただ

きたいと思います。

　全身全霊を込めて幹事の職務を果たすつもりでお

ります。会員の皆様のご指導とご協力を心よりお願い

申しあげます。

　土屋闊正会長は、「継続は力なり」をテーマとして掲

げられました。どんな大事も日々の小事の積重ねであ

り、小事を軽んずるものは、決して大事を成就すること

は出来ません。

　御殿場ロータリークラブの歴史と伝統も、このよう

にして多くの先輩方の努力によって創られてきました。

このことを思うと、崇敬の念を抱かずには居られません。

　このテーマを耳にしたとき、かつて私が落ち込んで

いるときに、ある友人が掛けてくれた言葉を思い出し

ます。

　「少し長めにものを見つめるように心がけてごらん

よ。生きている喜びが目に見えて高まってくるから。」

　私たちは、時間にせきたてられ、毎日を滑るように

過ごしています。常に気が先走り、「今」を生きている実

感もうすれてきます。喜怒哀楽も感じなくなってきます。

　こんなとき、長く見つめることで呼吸も整い、心も

落ち着き安定し、的確に物事の判断も出来るようにな

ります。そして「今」というこの一瞬を充実させること

で、幸福感を実感できるようになると助言してくれま

した。

　ロータリーの例会もこれと同じではないかと思い

ました。私たちは仕事に追われ、激しい競争にさらされ、

疲れきってもいられない、そのような毎日を過ごして

います。点鐘から始まり点鐘で終わるロータリーの例

会は、自分を見つめ、仲間を見つめ、社会を見つめる貴

重な時間ではないかと思います。ロータリークラブは

それぞれの分野の代表するリーダーの集まりであり、

人材の宝庫でもあります。お互いのよさを認め合い、そ

して高めあうことが出来る場でもあります。

　また、今まで行なってきたロータリーの活動も、もう

一度見つめなおしてみると、実に意義と価値のある活

動であることに気づきます。主体的に取組めばそこか

ら今まで気づかなかった新たな発見や感動が沢山あ

るのではないでしょうか。「継続は力なり」のテーマの

奥には深い意味があることを感じます。

　私は、土屋会長を支え、会員の皆様の手足となって、

この１年間このテーマを追求していきたいと思います。

「ロータリークラブに入っていて良かったなぁ。」と思っ

ていただけるよう、全力をあげて幹事の職務にあたる

覚悟でございます。どうぞ１年間宜しくお願い申しあ

げます。

　昨年12月の年次総会に於

いて、会長エレクトに指名

されて以来、幹事には勝又

博文君、会計は渡邊俊彦君

にお願いし、３月26日の

ＰＥＴＳ及び４月17日の地

区協議会を経て、今日まで準備を進めて参りました。

理事、役員の皆様のアドバイスをいただきながら、

７回の被選理事会を重ね、各委員長の皆様には、活

動計画、予算の作成にご努力を頂き、ありがとうご

ざいました。

　お陰様で本日の第１例会に活動計画書をお渡しす

ることができました。今後ともご指導、ご協力をお

願い致します。

　国際ロータリーは世界163カ国に530地区を擁し、

会員総数は120万人の組織です。その会員は32,000の

ロータリークラブに所属しています。第2620地区はク

ラブ総数84クラブで、会員総数3,700名で構成されて

います。ロータリーは世界規模で考え、それぞれの地

区、クラブで行動しているのです。

　ＲＩ会長及び第2620地区ガバナーの基本方針を尊

重し、本年度御殿場ロータリークラブは２つの重点

目標を掲げさせていただきました。

（１）創立40周年が成功するよう努力します。

　1967年６月１日に沼津北ロータリークラブのスポ

ンサー、小林完特別代表により創立し、６月23日に

認証を受け、1968年４月21日に30名でチャーターナ

イトを行い、スタートいたしました。多くの先輩会

員の皆様の努力で、現在62名の会員を擁する、伝統と

歴史のあるクラブに成長し、40周年を迎えることと

なりました。

　昨年の山口年度において、クラブフォーラムを開催

していただき、基本的には記念例会として開催し、

また正副実行委員長を決定していただきました。

　第2620地区井上ガバナーの予定も考慮して、11月

下旬に東山荘で、30周年、35周年に準じた方向で進め

ていただき、早い時期に実行委員会を開催して、部会

編成をして、会員全員の参加をお願いし、準備してい

ただきたいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

（２）「継続は力なり」をモットーに長年の歴史と伝

統を尊重して、奉仕と親睦の輪を広げ、魅力ある楽

しいクラブになるよう努力いたします。

　当クラブは、奉仕部門と親睦部門が両輪となって、

会員増強及び退会者の防止については、増強、選考、

職業分類、情報で確実に指導され、出席率の良さ、

親睦活動及びプログラムのすばらしさ、会報及びホー

ムページの充実、企業訪問、富士山の美化運動、青

少年の職場体験、教員海外派遣の助成事業及び青少

年交換事業等々、39年間素晴らしいクラブ運営をし

てまいりました。

　10のクラブ奉仕委員会、４大奉仕委員会、財団、

米山、ＳＡＡ等、全てがうまく運営されてきました。

各委員会の役員の皆様の努力と責任感がこの伝統と

歴史をつくりあげた賜物と考えています。

　特に第２分区の会長・幹事会に出席してみて、改め

て御殿場クラブの良さを実感できます。「継続は力な

り」をモットーに御殿場クラブらしさを継続してい

きたいと思います。

　以上２つの重点項目について説明させていただき

ました。

　世の中は明日をもわからないような急激な変化の

時代であり、国際ロータリーも、第2620地区も組織

を含めた大きな変化があります。

　特に現在直面しているＣＬＰ（Ｃｌｕｂ Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ 

Ｐｌａｎ）についてご説明したいと思います。

　ＣＬＰは変動する社会に柔軟に適応し、効率的、

継続的な活動を進め、クラブの体質強化を図ること

を目的とした国際ロータリーが推奨するプランです。

　ＰＥＴＳ及び地区協議会においても説明がありま

したが、井上年度は周知年度であり、次年度沼津北

クラブの道部年度は実施年度であります。

　本年度会長幹事会等でＣＬＰについて説明し、各

クラブが取り組んでもらいたいということです。それ

をうけて９月頃進捗状況につき84クラブに対しアンケー

ト調査を行い、実施されているか否かを調査し、理

解されていないクラブに対して積極的に伝達してい

きたいとのことです。

　時間的流れとしては、年度開始前１月から６月ま

でのクラブ協議会などで検討採用が決定されれば、

クラブ細則の改訂など行って、７月１日から実施で

きるようにとありますから、12月末までにはＣＬＰ

の周知徹底を図りたいとの事です。

　採用は各クラブの意思によるとされていますが、

推奨クラブ細則をはじめ全ての関係資料がＣＬＰを

基にしたものに変わってしまうので、やはり採用の

方向で検討していかないと、地区の組織も大変な事

になってしまうとの事でした。地区及び第２分区の

会長幹事会の推移を慎重に見極めたいと思います。　

　当クラブでは、12月には年次総会で次年度の理事

が決定されます。早期に研究グループをつくり、クラ

ブフォーラムを開催して、会員の皆様のコンセンサス

を深めて、いつでも対応できるように準備していきた

いと思います

　ＣＬＰとは何か、ロータリーになぜＣＬＰが必要

なのか、このプランは義務づけられているのか、ク

ラブは現在の構成から新しい構成へどのように移行

すればよいか、ＣＬＰの下では、４大奉仕部門はど

のような役割を果たすのか、ＣＬＰとＤＬＰとの関

係について、推奨ロータリークラブ細則等についてい

ろいろの問題がありますので、慎重に検討していきた

いと思います。

　最後になりますが、そもそも日本ではロータリー

は「人づくり」にあるということが言われてきました。

　日本のロータリーの創始者である米山梅吉氏も「ロー

タリーは人生の道場である」と言われています。

　40周年を節目に御殿場ロータリーの良さを助長し

ながら、更なる発展のために会員の皆様のご支援、

ご協力をいただき、誠実に、前向きに、微力ながら

精一杯努力したいと思います。

～年度初頭に当たって～

　見つめる時間
幹　事　　勝又博文君
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